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01 従来工法の概要

電力ケーブル用管路の埋設工事にて，水路等を下越しする際に推進工法を用いる。

これまで当社にて採用してきた工法は、推進機を立坑内部に設置するため、工事費が高額

となっていた。
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従来の推進工法（スピーダ工法）の例

立坑規模は、推進距離に関わらず一定規模以上の大きさが必要となる。

そこで、小さな立坑にて安価に施工できる推進工法を探していた

水路水路



02 誘導式水平ドリル（HDD）工法の概要

立坑規模が小さくできる誘導式水平ドリル（HDD）工法に着目した。この工法は、推進機

を地上部に設置するため、立坑規模を小さくすることが可能である。

HDD工法は、２工程方式の推進工法であり、以下の工程で管路埋設を行う。

○第１工程：地上に配置したドリルマシンからドリルヘッドを押し込み、削孔する。

○第２工程：削孔した孔に到達坑側から発進坑側へポリエチレン管を引込む。
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HDD工法 概要図



02 誘導式水平ドリル（HDD）工法の概要
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